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グローバルスタンダード最前線

ここでは，映像配信サービスの一
形態であるアダプティブビットレー
ト映像配信サービスのユーザ体感品
質（QoE: Quality of Experience）を，
IPパケットの情報から推定する技術
を紹介します．本技術を用いること
で，お客さま １ 人ひとりの体感品質
を可視化し，品質監視に役立てるこ
とができます．

映像配信品質監視の 
重要性

近年，スマートフォンやタブレット
端末の普及により，アダプティブビッ
トレート映像配信サービスが世界中で
導入されています．アダプティブビッ
トレート映像配信サービスは，ネット
ワークで提供可能なスループットに応
じて，適切な配信ビットレートの映像
ファイルを取得する技術です．そのた
め，スループットに応じた配信ビット
レートの変動や受信端末のデータ枯渇
による再生停止が発生します．お客さ
まに快適なサービスを提供できている
か否かを確認するためには，アダプ
ティブビットレート映像配信サービス
提供時に発生する符号化やネットワー
ク伝送などに起因する品質劣化を的確
に把握し，顧客満足度の低下につなが
る品質劣化の原因を究明し，対処する
ことが求められます．

ITU-T SG12の 
取り組み

映像配信サービスの品質は，コンテ
ンツのエンコードに起因する符号化歪

（ブロックノイズなど），ネットワーク
伝送時のパケット伝送劣化（パケット
損失，遅延，スループット変動など），
エンドユーザ端末における再生停止

（バッファリング処理など）に依存し
ます（図 １ ）．そのため，サーバやネッ
トワークにおける品質監視だけでな
く，エンドユーザ端末において品質を
把握することが品質劣化の把握の観点
で重要です．

サービス提供中のユーザ体感品質
（QoE: Quality of Experience） の 監
視 ・ 管理は「インサービス品質管理」
と呼ばれ，品質推定技術の重要な利用
形態の １ つとされています．

①�　クラウドソーシングやクライア
ントの全数管理に適用できるた
め，空間的あるいは時間的に多数
の品質情報を収集することによ
り，品質劣化被疑個所の特定にも
活用することができます．

②�　お客さまが品質劣化に気が付き
にくい場合や，品質劣化に対する
お客さま申告が発生する前に，つ
まり，品質劣化頻度が少ない段階

から，品質劣化を把握することが
でき，早期の品質改善を図ること
により，快適な品質でのサービス
提供を継続することができます．

そこで， ITU-T SG12（Internation-
al Telecommunication Union-Tele-
communication Standardization Sec-
tor Study Group 12）は，TCPベ ー
スのアダプティブビットレート映像配
信サービスを対象に，IPパケットの
情報からオーディオビジュアルコンテ
ンツの品質を推定する技術の開発を
コードネームP.NATS（Parametric 
Non-intrusive Assessment of TCP-
based multimedia Streaming quality）
として進め，2016年度中の標準化を
めざしています．ここでは，標準化の
取り組みを説明します．

勧告P．NATSモデル

アダプティブビットレート映像配信
サービスの品質監視に適用可能な勧告
P.NATSモ デ ル は， 次 の ３ つ の モ
ジュールにより構成されています 
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図 1 　サービスの概念図

映像配信品質推定技術の最新動向
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（図 ２ ）．
①�　パラメータ抽出部：IPパケッ

トから音響および映像の符号化
に関するビットレート，フレーム
レート，解像度の情報をチャンク
単位に取得し，加えて，再生停止
に関するリバッファリングにつ
いて，リバッファリング発生タイ
ミング，およびリバッファリング
時間長を計測します．

②�　メディア品質推定部：①で抽出
された音響符号化ビットレート
から 1 秒単位の音響品質を，映
像符号化ビットレート，フレーム
レート，解像度から映像品質を推
定します．

③�　品質統合部：①で抽出されたリ
バッファリングに関する発生タ
イミングおよび時間長，②で推定
された音響および映像品質から
オーディオビジュアル品質を推

定します．
アダプティブビットレート映像配信

サービスの品質を精度良く推定するた
めには，音響および映像の品質を推定
することに加え，ビットレートの時間
的変動による品質変動，端末内のバッ
ファが枯渇することにより発生する再
生停止の観点を考慮する必要があり 
ます．

ITU-T SG12では，上記モデルの品
質推定精度を検証するため，音響コー
デ ッ ク（AAC-LC: Advanced Audio 
Coding–Low Complexity（1）），音響ビッ
トレート（24～196 kbit/s），映像コー
デック（H.264/AVC: Advanced Video 
Coding（2）），映像ビットレート（75 
kbit/s～12.5 Mbit/s），フレームレー
ト（7.5～30 fps），解像度（426×240
～1920×1080），リバッファリング発
生パターンを変化させたストリームに
対し，世界 ７ カ国の機関で総計30の主

観品質評価実験を実施し，提案モデル
の品質推定精度を評価しました．その
結果，DT/T-Labs，Ericsson，Huawei，
NetSout，NTT，Opticom，SwissQual
の提案技術をベースとしたモデルを
標準化技術とすることが合意されま
した．

今後の展開

ここでは，ITU-T SG12で検討を進
めるアダプティブビットレート映像配
信サービスの品質推定技術について紹
介しました．勧告P.NATSはアダプ
ティブビットレート映像配信サービス
の品質を推定可能な唯一の技術として
標準化されます．今後は，サービス提
供が開始されている４K UHD（Ultra 
High Definition） 解 像 度，H.265/
HEVC（High Efficiency Video 
Coding），VP9を対象とした検討を
Phase2として開始することが合意さ
れています．
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図 2 　勧告P.NATSモデル


